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◆行政が地域の皆さんとともに行動する計画 

 

地域の支え合いマップを作ろう 地域の見守りネットワークを作ろう 

住民の声 

・将来一人になった時の生活が心配 
・高齢者や障がい者への定期的な見守 

りが必要 
住民の声

・民生委員、社協、行政との情報共有 
をもっと連携してほしい 

内 容 
要援護者台帳や地域で気になる人・心配
な人を加えたマップを作り、孤立させな
い仕組みをつくる 

要援護者 

・65 歳以上の一人暮らし高齢者 
・75 歳以上の高齢者のみ世帯 
・障がい者のいる世帯 
・町内会で気になる人・心配な人 

内 容 

地域の中で「孤立⇒孤立死」させないた
めに見守りを習慣化し、気になることを
すぐに生活福祉相談センターへ連絡す
る仕組みをつくる 

町が情報共有するために同意を得た要
援護者台帳をもとに、社協や民協の協力
を得て、地域（町内会）で気になる人・
心配な人などを加えた「マップ」を作る
こと 

要援護者などが地域からの孤立を防ぐ
ために、地域の支え合いマップを活用す
るなどして、地域での見守り（（声かけ、
屋内の電灯、洗濯物、郵便ポスト（新聞・
郵便など）、顔を見せない（集まりなど
に来ない））を習慣化すること 

地域の 

皆さんに

期待する

こと 
マップを定期的に更新・見直しすること

地域の 

皆さんに

期待する

こと 
気になる人・心配な人などがいる時は、
すぐに「生活福祉相談センター」に相談
すること 

気軽に集える居場所を作ろう 誰もが安心して買い物できる環境を作ろう 

住民の声 

・気軽に集まれる場所がない 
・ふらっと立ち寄りお茶が飲めたり、 

おしゃべりができる場所がほしい 
住民の声

・店舗が無くなると買い物難民が増え 
 る 
・送迎や移動販売をしてほしい 

内 容 
身近な所に誰もが気軽に集える地域サ
ロンを作るための仕組みをつくる 内 容 

買い物に不安を抱えている方が安心で
きるよう、宅配、送迎、移動販売などの
新たな仕組みをつくる 
できる限り町内のお店で買い物をすること 地域で気になる人・心配な人などを、地

域サロンに声かけをして地域から孤立 
しないためのきっかけの場にすること 

地域の 

皆さんに

期待する

こと 
相談事がある人がいた場合は、生活福祉
相談センターを紹介すること 

地域の 

皆さんに

期待する

こと 

地域で買い物に困っている人がいた場 
合は、買い物支援センターを紹介すること

 

【町の役割】 

地域の皆さんが困った時にすぐに対応できるよう、生活福祉相談センターを設立します。 

相談者に寄り添った支援ができるよう、新たに社会福祉士を配置します。 

社協の体制強化のために、新たな職員配置に向けた準備を進めます。 

見守り活動の体制整備のため、要援護者から情報共有のための「同意書」を取ります。 

キメ細かな見守り体制ができるよう、町内会、民生委員児童委員、福祉委員、老人会などが情報共有できる仕組みをつくります。

町民が身近な所で集い楽しめるよう、場所の整備や活動の支援などを行います。 

ニーズ調査を行い、誰もが買い物に困らない環境を作ります。 

声なき声を見落とさない環境をつくるために、権利擁護の相談から対応まで町内で行える準備を進めます。

【社協に期待すること】 

公的サービスで解決できない相談ごとに対して解決するための仕組みづくり 

要援護者台帳を活用し、住民の主体形成を図りながらのマップづくりと見守り体制の構築 

身近な所での自宅型サロンの開設し、住民の居場所づくり 

商工会や地域住民とともに進める宅配サービスの仕組みづくり 

日常生活自立支援事業から成年後見までの一体的な権利擁護システムづくり 



◆ 計 画 の 概 要  

 

１．お互い様づくりとは 

  老若男女、障がいの有無関係なく、すべての住民が住み慣れた家庭や地域の中で、安

心してその人らしい自立した日常生活を送ることができるように、住民や各種団体、事

業所、社協、行政などがお互いに助け合い、支え合いの関係づくりをいいます。 

 

２．今、なぜお互い様づくりが必要なのでしょうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画策定の中で地域の皆さんはどのように関わったのか？ 

●「助け合い・支え合い」づくり住民アンケートを実施（H25.3 月、6 月） 

・全世帯対象アンケート⇒回収率；81.3％（全町 2,102 世帯より回答） 

 ・中学 2 年生を対象としたアンケートを実施⇒回収率；94.0％ 

●全町内会を対象とした「住民座談会」を開催（H25.9～H26.1） 

※町内会；14 区域（延 264 名）、団体；３団体（延 64 名）、合計；延 328 名 
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◆少子高齢化や核家族化の進行などにより、家庭や地域でお互いが助け合い、

支え合うという住民相互のつながりが薄れてきている。 

◆児童や高齢者への虐待、配偶者からの暴力（DV）、ひきこもりによる孤立化

などの新たな社会問題が発生している。 

公的サービスだけでは、きめ細かく十分な対応は困難 

地域における住民同士の「助け合い・支え合い」

による「お互い様づくり」が必要になってきた！ 



◆ 基 本 理 念 ・ 重 点 施 策 

＜計画の体系＞ 
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